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(選択的継承および逆-)j-r[tJ)iJ;[行の可能なｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽにおける

経路式に関する型制約について)

(論文内容の安旨)

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽ(00DB)において, SC (specializationconstraint)という経

路式に関する型制約が提案されている.本論文では, 00DBにおける, SCに関する以下の問超

を考察する.

(1)ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽｽｷ-ﾏの整合性

(2)推論問誼

(3)経路式の航行可能性

まず,ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽｽｷ-ﾏの整合性という概念を導入する. Sをﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽｽｷ-ﾏ, Cを

ｸﾗｽとする.もしS上のどのﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽもCに属するｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄをもつことができない

ならば, Cは冗長である. Sがこのような冗長なｸﾗｽを含まないとき, sは整合しているとい

う.次に,間題(2)は,あるSCが与えられたSCの集合からの論理的帰結であるかどうかを決定

する問趨である.最後に,問題(3)は,与えられたｸﾗｽに関して経路式が航行可能であるかど

うかを決定する間題である.ここで,経路式pdとｸﾗｽCに対して,もし次の条件を満たす経

路を含むﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽが存在するならば, pdはCに関して航行可能であるという.

●その経路の先頭ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄはCに属する.

･その経路の属性系列とpdは-致する.

本論文では,問題(1卜(3)を次の2つの場合に対して考察する.

(a)選択的継承を可能とした場合

(b)経路式が逆方向の航行(逆行)を含むとした場合

00DBでは,通常,下位ｸﾗｽはその上位ｸﾗｽのすべての属性を継承する.他方, (a)におけ

る選択的継承とは,下位ｸﾗｽがその上位ｸﾗｽから継承しない属性を指定できるという性質の

ことである.また, (b)における経路式に含まれる逆行とは,あるｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄに対してそれを属

性値としてもつｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを求めるという操作を表す.本論文では, (a)と(b)の場合それぞれ

に村して問題(1卜(3)を考察し,次の結果を示す･

(1)ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽｽｷ-ﾏの整合性を判定する多項式時間手続き

(2-i)推論問題に関する完全な公埋系

(2-ii)推論間題を解くための多項式時間手続き

(3-i)経路式の航行可能性の決定に関する完仝な公理系

(3-ii)与えられたｸﾗｽに関して経路式が航行吋能であるかどうかを決定する多項式時間手続き
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本論文では,ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽ(00DB)において, SC(specialization constraint,

経路式に関する型制約)に関する次の問題について考察されている.

(1)ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽｽｷ-ﾏの整合性

(ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽｽｷ-ﾏSに対して,｢S_Lのどのﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽもｸﾗｽCに属するｵﾌﾞｼﾞｪ

ｸﾄをもつことができない｣という冗長なｸﾗｽCがSに含まれているかどうかを決完す

る問題)

(2)推論間題

(あるSCが与えられたSCの集合の論理的帰結であるかどうかを決定する問題)

(3)経路式の航行可能性

(経路式pdとｸﾗｽCに村して,先頭ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄがCに属し,かつ,属性系列がpdと

-致するような経路を含むﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽが存在するかどうかを決定する問題)

本論文では,問題(1)-(3)を,選択的継承を可能とした場合,および,経路式が逆行を含むとした

場合のそれぞれに対して考察し,いくつかの理論的性質を明らかにしている.ここで,選択的継

承とは,下位ｸﾗｽがその上位ｸﾗｽから継承しない属性を指定できるという性質のことであり,

経路式における逆行とは,あるｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄに対してそれを属性値としてもつｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを求

めるという操作のことである.これまで, 00DBに関する研究は数多く行われているが,選択的

継承や経路式における逆方向の航行(逆行)に関する形式的考察は極めて少ない.本論文の主な

成果は,次のように要約できる.

(1)ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽｽｷ-ﾏが整合するための必安十分条件を示し,ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽｽｷ-ﾏの整合

性の判走間題が多項式時間可解であることを示した.

(2-i)推論問題に関する公理系を与え,その健仝性と完全性を示した.

(2-ii)推論問題を解くための手続きを与え,それが多項式時間で実行可能であることを示した･

(3-i)経路式の航行可能性の決定に関する公理系を与え,その健仝性と完仝性を示した･

(3-ii)与えられたｸﾗｽに関して経路式が航行可能であるかどうかを決走する手続きを与え,そ

れが多項式時間で実行可能であることを示した.

以上のように,本論文は00DBにおける諸問題について考察し,それらの理論的性質を明ら

かにし,いくつかの効率の良い手続きを開発したものであり,ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽの分野において,学

術上,実際上寄与するところが少なくない.よって,本論文は博士(工学)の学位論文として佃

値あるものと認める.


